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論文内容の要旨 
背景：片側顔面痙攣（以下、顔面痙攣）は、脳動脈が顔面神経の脳幹部からの出口部、root exit zone
を圧迫することが原因とされるが、圧迫に至る原因は解明されていない。動脈硬化による血管の
伸張・蛇行が主たる要因であることが定説とされているが、本学説は学術的に証明されておらず、
また顔面痙攣の手術中に圧迫血管の動脈硬化性変化を認めることは稀である。本研究は、顔面痙
攣の発症にかかわる病態生理に動脈硬化が関係するか否かを検討する事を目的とした。 
 
方法：当院で顔面痙攣の手術を実施した 111 人の患者について、以下のデータを収集した。①動
脈硬化の危険因子である高血圧、高脂血症、糖尿病の罹患率、②動脈硬化の指標である
Cardio-ankle vascular index(CAVI)、③脳 MRI の白質病変の有無および重症度。 
これらのデータを、本邦の健康診断や脳ドックから得られた日本人健常人のデータと比較した。 
 
結果：動脈硬化の危険因子の有病率は、日本人 12,488 人の健康診断データと比較して高くなかっ
た。CAVI 値は、60 代男性患者では健常人より有意に高くなったが、女性および 60 代以外の男性
患者では健常人と同等か低値となった。脳の白質病変は、コントロール群と比較して軽度だった。 
 
結論：本研究により動脈硬化は、一般的には顔面痙攣の発症にかかわる要因として主たる因子で
はないことが示された。神経血管圧迫症候群のなかで顔面痙攣の発症には、脳動脈と顔面神経の
解剖学的位置関係が大きく関与しており、後天的な要因よりも胎生期に形成される先天的な素因
が重要であると考察した。 
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